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論文作成上の著作権や新規性（オリジナリティ）に関する注意
論文は，教科書とは異なり過去の知識をまとめたものではない．必ず何か新しい視点，手法，結論を記述すること．過去の誰かの結果を引用してもよいが，これは新しい何かを理解してもらうために行う．自分が造った文章・図・表以外は必ず誰かが作っている．引用する際は必ず誰が何処に発表した物なのかを明らかにすること．有りがちだがやってはいけない注意点をまとめると次のようになる．　　

1) 英文などを翻訳しても自分の文章とはならない．これも，必ず参考文献に記入すること．

2) 図や表などは必ず自分で作成すること．インターネットから入手してそのまま貼り付けるなど言語道断！公開情報と同じ意図でも，「新しい何か」があるなら，必ず異なった視点で図を描きかえることが出来るはずである．
3) インターネットから多くの情報を入手できる．しかし，この情報は持続的に公開されないのが常である．必ず出版物（学術誌・著作）を調べて参考文献に記入すること．多くのインターネット情報は，出版データを明らかにしている．検索システムINSPEC(図書館Webで使用可能)などを用いると，多くの著作物を検索可能である．
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

要　　　旨

論文全体について、次の点をまとめる．

1） 研究対象：　研究の背景などを交えて対象を説明する．
２）研究目的：何をしたいのかを明言する．
３）手法：研究目的を達成する手段を記入．
４）結論：
　論文を通じて明らかになった，最適な手法・最適な数値・注目すべき関係性などについてまとめる．単に何かが出来たという記述ではなく，新たな進展が見込まれる結果がよい結論である．研究目的を達成できなかったとしても，何処までが達成でき今後どのように発展するかを可能な限り記入する．
図や表は概要には挿入せず，全てを言葉で表現すること．
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目次の更新方法　　目次をにポインターで選択し [F9]キー を押す．あとは



　　プロンプト・ウインドーに従う．

図の目次

図 1.1 円だけの図　　　　
図 1.2　これが４角だ
5
図 2.1　複合図形の例
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1 序論
序論の構成は次の項目を含めて，主に文章で説明する．必要ならば図や表を入れてもよいが，段落が複雑になるので構成に気をつける必要がある．要旨に記入したことと当然同じものになるが，スペースが十分にあるので親切に説明する．
· 研究背景と対象：これまで発表されている論文を引用しながら（学会や社会一般などから観た）客観的な研究の進展状況や背景などについてまとめる．さらに，実際に論文で取り扱うシステムや器機などの意義を説明する．
· 研究手段と目的：「研究究背景と対象」を踏まえ新規性（オリジナリティ）について言及しつつどのような手法で何を明らかにしたいのかを記入する．
· 序論の最後には論文の構成を説明する．

例　　

本論文の構成は次通りである．第２章では，必要な基礎理論の概要についてまとめ，第３章では問題の定式化を行う．さらに，第４章では数値計算結果とこれに対する考察を行う．最後に５章に結論を述べる．　
1.1 「文献の引用と参照」の方法について

文献の引用は，過去に得られた業績に言及する場合にそのオリジナリティが確定できる文献（論文・著書）を数字で引用する．インターネットのホームページは文献としては認められない．何故ならオリジナリティに関する第三者の評価がなされていないからである．ただし，インターネットから引用した文章があるならやはり引用が必要である．
　MS-WORDでは引用のフィールドコードを用いて参照文献を脚注にまとめる方法が用意されている．メニューバーから「挿入＞参照＞脚注」を選択して行う．実際の使用例を次に掲げる：
仲秋の名月にまつわるある伝説を編纂した竹取物語[
]は、古くから月に寄せる日本人の関心の深さを表している．これと同様の物語は、例えば常陸の国風土記[物語に編纂されているという[
]．

　文献の引用には，著書と論文がありそれぞれ引用する場合の様式がある．これらは論文を読む人が図書館などで検索し入手するために必要な情報と引用論文のオリジナリティ　を確定させるための出版年に関する情報からなる．引用の様式は次の通りである．
　

著書の場合

　久保療護　編，「確率・統計学」，紀伊国屋書店p.345,（1976 東京）

C. Mead, "Analog VLSI and Neural Systems",　Addison-Wesley Publishing，p.345（1989 NewYork)

論文の場合は，[
]
A.Benett, T. Stuwart and W. Li, "A perspective of conductivity of metaric nano-wire", Physical Review B, vol.4, no.11, pp.236-239 (1935)

高柳信雄，川上康弘，「金属細線の原子配列と魔法数」，固体物理，56巻，9号，pp.136-142,（2001）.

1.2 段落番号の入力方法

MS-WORD2007では次の指定を行う：

[書式]＞『箇条書きと段落番号』
1.3 フィールドコードとその入力方法

フィールドコードには次のものがあり、文章の様式フォーマットを作成するために用いられる．


図表フィールド



図番号

{ STYLEREF 1 \s } { SEQ 図\*ARABIC \s 1 }



表番号

{ STYLEREF 1 \s } { SEQ 表\*ARABIC \s 1 }



式番号

{ STYLEREF 1 \s } { SEQ (\*ARABIC \s 1 }


数式フィールド

｛ EQ　 \i\su(i=1,N) i ｝  


目次フィールド　
フィールドの入力方法にはwordのメニューから行なう方法（ヘルプ参照）とショートカットキーを使ってキーボードから行なう方法がある．ショートカットカットキーの方法は、


1)  [ctl]+[F9]
 {  }   が挿入される 


2)  中括弧のなかにコマンドを入力：（例えば）　STYLEREF 1 \s
3) 入力したコードを選択すると

  {  STYLEREF 1 \s　}   

　　となるので、[shift]+[F9]を押す．これは、コードの展開・実行を制御するコマンドでもある．

4)　実際のフィールドコード「 1 」　　
 フィールドのを更新

1) 入力したコードを選択すると

  {  STYLEREF 1 \s　}   

　　となる

2)　[shift]+[F9]を押す．これは、コードの展開・実行を制御するコマンドでもある．
 図表フィールドを更新

　本文を変更し図表番号の順序の整合性が無くなることがある。これを正しく付け直すには？

　　①　文書全体を選択
[ctl]+[A]　
2 [F9]　または，いずれかのフィールド コードをマウスの右ボタンでクリックし，現れたショートカット メニューの [フィールドの更新] をクリック．
また，フィールドコード関係のショートカットをまとめると次のようになる：
[F9]  選択したフィールドを更新（実行）
[shft]+[F9] 　フィールドを展開

[ctl] +[F9] 　フィールドを新規挿入

[Alt]+[F9] 　文章の全てのフィールドを展開

 [F11]　　　現在のポインター移行にあるフィールドを選択

     [shft]+[F11]　 現在のポインター以前にあるフィールドを選択
1.4 図表番号、式番号の挿入例

   f  = ghφ1

 (1.1)

   f  = ghφ2

( 1.2 )


[image: image1.wmf]　
[image: image2.wmf]
図 1.1 円だけの図　　　　図 1.2　これが４角だ
2 数式・図表番号などの使用例
　
フィールドコードを用いた数式および数式番号および図表番号の記入例について以下にまとめた．適宜，使用例から挿入方法を理解すること．数式にうちては，数式パッドを利用する方法もあるが，一般的にフィールドコードよりもデータ量が大きくなる傾向があるので，注意が必要である．
2.1 簡単なフィールドコードの使用例
章番号が異なると数式番号にこの章番号が追加される．

   y  = Jn(x)

( 2.1 )

2.2 図の挿入と図番号の挿入


[image: image3.wmf]
図 2.1　複合図形の例
   y  = Jn(x)

( 2.2 )

   y  = Jn(x)

( 2.3 )

   y  = Jn(x)

( 2.4 )

3 結論 

　論文を通じて明らかになった，最適な手法・最適な数値・注目すべき関係性などについてまとめる．単に何かが出来たという記述ではなく，新たな進展が見込まれる結果がよい結論である．項目が多い時は，箇条書きにするとよい．数式や図などは出来るだけ記入せず文章のみで記述する．
　序論で述べた研究目的が達成できたか否かについても言及するとよい．研究目的が全て達成できなくても，何処までが明らかになったかについては言及すること．

　残った問題点や課題についてのべ今後の発展について言及する．発展についての記入がなく，問題点だけで論文を終了すると論文の印象が悪くなる．
   y  = Jn(x)

( 3.1 )
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